
委員会活動 報告書 

中国本部防災委員会 

 

事業名称 広島市翠町中学校、広島市日浦中学校での防災教育 

実施時期 2023 年 7 月 6 日（金）9：50～11：40、7 月 13 日（木）10：55～12：45 

実施場所 
翠町中学校 １年生 8 クラス 251 名 2 コマ（7 月 6 日） 

日浦中学校 1～3 年生 3 クラス 98 名 2 コマ（7 月 13 日） 

参加者 

 

翠町中学校：青原、金原、古川、小林、木村、山下他 計 8 名 

広島工業大学 田中教授 学生 7 名 

日浦中学校：金原、青原、古川、木村、小野、山下 

事業内容 

と感想 

防災教育は技術士会中国本部と建設コンサルタンツ協会中国支部と共同で実施 

防災教育の内容は次の通りです。 

１．「災害と避難について考えよう」（座学）翠町中学校：体育館で集合講義 

                 日浦中学校 1 年生 1 クラスのみ講義 

① 自然災害ってなに？：土砂災害、河川災害、地震災害 

② 警戒・避難について：災害時何が大切、どの災害に備える、どう逃げる 

２．ハザードマップ作成演習：翠町中学校、各クラスで広島工大学生と一緒に 

避難ストーリーとマイタイムライン作成演習：日浦中学校 1～3 年各クラス 

自分の家さがし、危険な箇所さがし、必要な災害情報、避難所さがし、 

避難時の危険箇所、避難開始までの準備・行動、避難開始、避難完了 

３．成果発表（演習）：作成後の問題点や対応の話、発表 

演習として、翠町中学校ではハザードマップの作成を中心に行い、太田川の三

角州低地に当たることから、洪水・高潮の影響を多く受ける地域であった。日浦

中学校では、土砂災害の避難ストーリーを使っての考えや意見、マイタイムライ

ンの作成を行う演習であり、手法は違うものの、それなりの成果があった。 

アンケートの感想として、「やはり早目の避難が大事と改めて痛感した」「マイ

タイムラインを作れてよかった」など多くの意見をいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  翠町中学校の集合防災教育の様子   日浦中学校の防災教育の様子 

 


